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五 まとめ
- はじめに
周知のように菅原道真の詩は白居易の影響を強く受けている｡道真の作品には､比較表現がしばし
ば見えるが､この比較表現にも白居易の影響が見られる.拙文は､道真の詩における比較表現に就い
て､それが技法の上において､また精神と感情の面において､白居易からどのような影響を受けてい
るのかを考察することを目的とするOこれを通じて､道真の詩における白詩の影響につき､表現形式
そのものに密着して精密に考察する一助としたいo
二 道真詩における比較表現
道其の詩で比較表現が見えるのは20首であるOうちよく使われる比較表現は,｢猶 に勝る｣､
あ し たと しか'{ しf,1
｢量に 若かんや｣､｢縦い｣､｢不若｣､｢不知｣などである020の用例の比戟表現の部分を､作詩
の年代順に挙げる｡ほとんどが結句である｡結句でない場合､その旨を記す｡
ふ わ-rか Uこう とL;
ol 夜探線有微光逮 夜深けて綾に微光の透ること有 り
あかつLt まさ
珍重猶勝到暁無 珍重す 猶お暁 に到るまで血きに勝れり1
l 本文及び辞退に付す作品番号は川口久雄 r菅家文革 菅家後賂j(岩波む店､1966年)に依る.訓読は川口に拠
りつつ､狂者の悪により適宜改めるC好き下し文の仮名は現代仮名拙いを用いた｡
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菅原追慕における白詩の比較表現の受容 播伯良
(012｢八月十五夜､月亭遇両得月 探韻得撫｣)
わ-rか あかつき 女さ
この比較は､｢綾に微光が透る｣が ｢譲歩｣､｢暁 に到るまで無きに｣が ｢比較｣､｢勝れり｣がまし
だ､すなわち ｢肯定｣という図式である(｢譲歩｣-｢比較｣-｢肯定｣の比較の図式は､薄暗に拠るD
後述)O以下､同様に､比較表現の特徴を簡単に記す.
i･ L･
02 若向公庭論 若し公庭に向いて論ぜば
.Lた
感知爾取身 知るべし雨つながら身に取ることを
(028｢仲春得築､強談孝経､同族資事父事君 井序｣)
この二旬は､もし ｢孝道｣ということを､朝廷に仕える者の立場から論ずるなら､君に忠､親に孝
の二つをともに身に体さねばならないの意Oこれは語法上は比較ではなくで仮定表現である｡けれど
も､内容的には､ただ孝であるのではなくて(曽子や晋の王禅がひたすらに孝であるのと比較して)､
孝と忠の両方を体現しなければならないとしているから､一種の比較とみなすことができる｡
し上う
03 知音皆道空消日 知音は皆な遣う 空しく日を消すなるなりと
し
豊若家風便詠詩 豊 家風の詩を詠ずるに便りあるに若かめや
(038｢停習弓革琴｣)
これは､琴を弾くことより､家風の詩を詠ずることが大切だといっている0
たとい
04 縦使清光親遠出 縦便 清光 紐に透り出ずとも
L;人Lん うと
菖勝徹夜甚簿疏 富に徹夜甚衛の疏きに勝らん
(039｢八月十五夕､待月｡席上各分一字 得坑｡｣)
用例01とほぼ同じ表現｡たとえ僅かの光が雲を適して出るだけでち(譲歩)､夜通しまっくらであ
るよりは(比較)ましだ(肯定)の図式である｡
05 富家好府有逝塵 富家の好舟 避塵有り
し わ人ころ
不若税林苦出身 若かじ 塊林に苦 に出身するには
(131｢絶句十首､賀詣進士及第､賀橘風｣一 二旬)
二句は､｢あなたの家は高い位を有し先祖の出してくれた業孤があるOだから三公の位にまで出世
するのがいいですよ｣の意O比較される状態は,鉦為に過ごして出世しないことが想定されている0
よ い人 F:と tl
06 除昔縦在微臣聴 鈴音は 縦い徴臣が聴きに在りともrJE( ひと ()とI)
最歎孤竹海上沙 滋も敷くは 孤り海の上なる抄を行かんことを
(183｢早春内宴､准看妓奏柳花怨曲､腔製 自此以後､詐州刺史之作O向後五首､未出京城之作｣)
早春の宮中の宴会で､官妓の舞は黄高潮に達した｡その昔がどれほど私の心に響こうとも､独り讃
岐に行かねばならない私の悲しみこそは最も嘆かわしいものなのだ｡｢最｣の字は､どんな感動よりも､
私の悲しみは深いの意で用いられている｡
い-{ ひかし よ かた
07 就中何事杜休題 就中に何れの事か香に肪ること難けん
明月春風不遇時 明月春風 時に遇わず
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(221｢路遇白頭翁｣四十六 ･四十七句)
二旬は道真の前の国司､安氏(安部興行)と保氏(藤原保則)の二人が､讃岐の民のために奔走して
すぼらしい政治を行ったとの白頭の翁の話を受けたもの｡この二人の長官の善政に感嘆し､｢なかで
も彼らのまねをしにくいのは､明月の美しい時や春風の心地よい時を顧みずに民のために働くことだ｣
の意B
いた
08 風月能傷旅客心 風月 能く傷ましむ 旅客の心
fjか人-rく とと
就中春壷涙難禁 就中に春壷くるときに 演禁め難し
(224｢春壷｣一 二旬)
この詩は､白居易の ｢春尽｣の影響を受けている(後に詳述)｡そのことは川口久雄氏が r白氏文集J
に､｢春蓋日｣､｢春蓋勧客酒｣､｢春藁E]天津橋酔吟｣などの詩があると,すでに指摘している2.
09 不用春慶無限色 用いず 春の庭の限りなき色を
うわ かて r1つ
欲看秋畝有除根 秋の畝に鎗れる根有るを看んことを欲す
(286｢訓藤司馬詠磨前機花之作 押韻｣)
｢春､庭先で限りなく美しい色に咲く桜の花はすぼらしいが､それは華美にすぎない｡秋の実りが
豊かで､どっさり余分のかてまで収穫があるかどうかを見極めたいものだ｣の意0
まさ と
10 只合万家知採用 只だ合に万家探り用いることを知るべし
たと た
縦焚筋骨不焚名 縦い筋骨を焚くとも 名を焚かじ
(293｢端午El賦文人｣)
がいL:A
｢只合 ｣の旬は､端午の節目に､どこの家でも､｢文人｣､邪気を除くよもぎで作った人形をか
ざる風習があることをいう｡その ｢文人｣の筋骨は焼いても､名までは焼いて尖ってしまいたくない
の意｡川口の注に､｢私はどんなことがあっても秩満まで立派につとめあげたい､名を汚したくない
との意をこめる｡｣3とある｡
11 漸野原吏雑多俸 滞衝の僚吏 俸多Lといえども
不若東風一片雲 若かず 東風一片の雲には
(295｢喜雨｣)
役人たちの俸禄が多いことよりも,東風が吹き､雨が降って､庶民の耕作に役立つことのほうがも
っと嬉しいの意.自居易の兼清の志を意識する.
き つね
12 従姑南末長哲惜 始めて南に来たりしときより 長に着否･r邑たり
就中此夜不勝悲 就中に此夜は 悲しみに勝えず
(298｢八月十五日夜､監沓有感｣)
2 川口久雄校註 r菅家文革･菅家後集l(岩波軒店､1966年)279頁0
3 川口久雄校註 同上 341貫｡
菅原造英における日韓の比較表現の受容 播憶良
｢南｣は讃岐.｢不勝｣の二字があって､比較の意は明らかであるoこの詩には後に言及する｡
た とい
13 縦使春草天地滞 縦便春野の天地に満てりとも
さんしJう
不如寓炭報山赦 寓鼓 山板 (山頂に同じ)に報ぐるに如かず
(364｢早春伴内宴､同賦開春柴､牒製｣)
川口久雄は､｢たとい春楽の声が天地にみちようとも､かの武帝の寿を賀して山神が万歳と呼んだ
ように､わが君の万歳を呼ぶのにこしたことはない｣4と述べている｡
つね I,も し こう あくしゅ人
14 毎憶脂膏多渥潤 毎に憶う 脂菅の湿潤多きことを
いか めく き た
那勝恩滞続身釆那んぞ恩浮の身を繰りて釆たるに勝えん
(380｢俄雨夜紗燈､麻製 井序O千時九月九El｣)
恩沢の潤いを強調するために.潤いの典型ともいえる ｢脂杏｣の ｢浸潤(ねとねとしてうるおいが
あること)｣を比較の対象とし､それよりも潤っているとする｡
15 年有一秋秋有三 年に-たび秋あり 秋に三有り
T1のあ> こころ
就中李白意稚堪 就中に李白ぞ 意堪え難き
(436｢九日後朝,同斌秋探､麿製｣一 ･二旬)
-年の中､秋には初秋､中秋､晩秋があるが,なかでも晩秋九月は人の心をたえがたく悲しませる
のせし.
もて^そ
16 錐云昨翫新英菊 昨 新英の菊を翫 ぶと云えども
かたち し
豊若右心難老答 豊 右心 老い難き容に若かめや
(49｢九El後朝,侍宴朱雀院,同膿秋思入寒松､健太上皇製 題中取飯｣)
菊の緑は､松の堅固な志に及ばないの意0
かこ
17 徴臣把得策中浦 微臣(菊花を)把ること得て 蔵の中に浦つとも
し
豊若-経過在家 豊 若かめや -経の迫りて家に在らんには
(460｢九El侍宴､同膿菊散一躍金､療製｣)
｢菊花｣をどれだけたくさん摘み､かごいっぱいになろうとも､家に先賢の昏いた-在があり,そ
れを子孫に伝えるほうがましだの意｡家業 ･家学を大切に思う気持ちを詠じている｡
18 監畳汝於彼 汝を彼らに思量するに
天感甚寛恕 天感 甚しく寛恕なり
(483｢慰少男女 五言｣)
自分も子供も不遇(譲歩)だが､かつて栄華を誇った都の官僚の子供､｢南助｣ ｢弁御｣の落ちぶ
れているのに比べると(比較)､｢甚寛恕｣だ(肯定)との図式である｡白詩の10155｢贈内子｣を意識
1川口久雄校註 同上 394頁0
5 花房英樹が定めた白詩の作品番号,以下同じC
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する｡この詩については､後に詳述する｡
こころ
19忘却是身偏用意 是の身を忘却して 偏えに意を用うれば
∫ いえ
優於誼舎在長沙 誼が舎の長抄に在りしに優れたらまし
(504｢官舎幽趣｣)
もしも我が身の上にとらわれることから集れて､もっぱら衣食など身辺の問題に心を使うなら,守
誼が長抄という卑湿の地に講居していたのよりは､自分の方がましだと､仮定の情況(心境)と貿誼
の股講の状況とを比重空している｡
20 涼軟月壷早霜初 涼秋 月壷きて 早霜の初め
残菊白花雪不如 残りの菊の白き花は 雪も如かず
(505｢秋晩題白菊｣の一 ･二句)
秋の終わり､冬になろうという時､雪の白きも残菊の白さには及ばないの意｡
比較の内容を以下の表により示す｡
題名 比較の文字 比較内容 桝作時期.場所
1 012｢八月十五夜､月亭遇雨 猶勝 微光の透る>暁に到るまで無 貞約七年 (八六
符月 探報得撫｣ き 五).都
2 028｢仲春得策､聴講孝超､ 若 忠 .孝両方>ただ孝 貞観九年 (八六
同賦資串父串君 井序｣ 七).都
3 038｢停習聯琴｣ 豊若 詩を詠ずること>琴を弾くこ 貞観十二年 (八七
と ○卜 都
4 039｢八月十五夕,待月o席 縦使 鰭光が銀に透り出す>徹夜甚 貞観十二年 (八七
上各分一字 得疏o｣ 者の就き ○ト 郡
5 131｢絶句十首､賀諸進士及第､不若 出身>出身しないこと 元塵八年 (八八
賀橘風｣ 四).那
6 183｢早春内宴､艦首妓奏柳 長歎 独行の悲しみの深さ>歌舞の 仁和二年 (八八
花怨曲､麻製 自此以後､評州刺史之作○向後五首､束出京城之作｣ 与える感動の深さ 六).讃岐
7 221｢路遇白頭翁｣ 就中 最も難しい串 (最高級) 仁和三年 (八八七).言安岐
8 224｢春立｣ 就中 風月の悲しみの中で春尽の悲 仁和三年 (八八
しみは澱も緩い(最高級) 七).都
9 286｢訓藤司馬詠廉前楼花之 不用 秋の畝に有陰りる根>春の庭 仁和五年 (八八
作 押韻.｣ の限りなさ色 九) 讃ー岐
10293｢端午日賦文人｣ a 名を焚かじ>筋骨を焚く (仮 仁和五年 (八八
菅原道糸における自詩の比較表現の受容 播悟良
ll 295｢暮雨｣ 不若 東風一片の雲>清衡の僚史が 仁和五年 (八八
俸多し 九).讃岐
12 298｢八月十五日夜､思曹有感｣ 就中 此夜の悲しみ>始めて南に束 仁和五年 (八八
りしときよりこのかた､長に衝†邑 九ト 讃岐
13 364｢早春侍内宴､同賦開春柴､縦使..-不如 寓歳が山轍に報ぐ>春草の天 寛平五年 (八九
鷹製｣ 地に満てり 三ト 都
14 380｢娩両夜紗燈､麻製 井序Q那勝 恩津の身を繰りて来る脂>背 寛平六年 (八九
千時九月九日｣ の渥潤多きこと 四ト 都
15 436｢九日後朝､同賦欲深､ 就中 秋の悲しみの中で晩秋の悲し 寛平九年 (八九
雁製｣ みは食も蔽い(最高級) 七).節
16 449｢九日後朝､侍宴朱雀院､鞭云...豊若 有心､老い稚さ容>昨､新英 寛平九年 (八九
同賦秋思入寒松､鷹太上皇製造中取韻O｣ の菊を翫ぶ 七).那
17 460｢九日侍宴､同賦菊散- 豊若 -経の退りて家に在らむ>徴 昌泰二年 (八九
荘金､磨製｣ 臣把ること得て 農中に満つ 九).那
18 483｢慰少男女 五言｣ 甚寛恕 自分の子供がまだ恵まれてい 昌泰四年 (九〇
る>南助､弁の御 -).太宰府
19 504｢官舎幽趣｣ 優於 身辺生活のことだけを考える 延菩二年 (九〇
>買誼の禍居の苦しさ 二).太宰府
20 505｢秋晩題白菊｣ 不如 雪>残りの菊の白き花 延喜二年 (九〇二).太宰府
三 道真における白詩の比較表現の受容
三の一 白詩の影響-讃岐の守の時の作
以上の道真の詩の比較表現には､白居易の影響がはっきり見てとれるOその中には､白居易の兼
済6の志の影響を受けたものがある｡それは､道真が詐岐の守の時の詩に最も多く見られる.
例えば次の句
不用春庭無限色 用いず 春の庭の限りなさ色を
うh 王^ かて /
欲看秋畝有除根 秋の畝に陰れる根有るを看むことを欲す
(用例09､286｢訓藤司馬詠腰前襟花之作 押韻｣)
これは､仁和五年 (八八九)､道真が讃岐の守の時の作｡二旬は､｢春､庭先で限りなく美しい色に
咲く桜の花はすぼらしいが､それは華美にすぎない.秋の実りが豊かで､どっさり余分のかてまで収
十く6｢兼済｣-｢郊･ねて済う｣,広く人民を救済するの恋o政治とほほ同発｡また白居易においては｢独善｣に対する
喜吾として､公務の怒味を持つ｡
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磯があるかどうかを見極めたいものだ｣の意｡これは､白居易の ｢独善｣7-自分一身の快適を思うに
つけても､｢兼済｣一民の平安こそ大切だと思う思想を摂取している｡
道真には､また次のような詩がある｡
清衡僚吏雑多俸 浦衛の僚吏 俸多Lといえども
不若東風-片雲 若かず 東風一片の雲には
(用例11､295｢書雨｣)
これも仁和五年の作O役人たちの俸禄が多いことよりも､東風が吹いて､雨が降って､庶民の耕作
に役立つことのほうがもっと嬉しいD讃岐の地方長官だから､民の幸福を考えるのは当然といえるが､
この表現は､白居易の､独善よりも兼摂という思想を摂取している｡
ここで,白詩の表現を確かめておこう｡例えば次のような詩が､独善一自己一身の快適を感ずるに
つけても､兼済-民の幸福こそが大切だという思いを表している｡
白居易は元和二年 (八〇七)､生産県尉の時の五古0013｢月夜登閣避暑(月夜閥に登りて著を避く)｣
に次のように詠っているO
開襟富軒坐
意泰神瓢瓢
週看鯨路傍
禾黍蓋枯焦
濁菩誠有計
絡何故早苗
襟を開きて首に軒に坐すべし
や~r
意泰らかにして神親々
過り看て路傍に締れば
禾黍 塞く枯焦す
濁り書きは誠に計有るも
Fl い-r
将た早苗を救うに何れぞ
襟を開いて軒下に座ると､気持ちが安らかでのんびりする｡ふりかえって路のそばを見ると､禾黍
はすべて枯れていた｡自分一身の ｢独善｣は工夫すれば何とかなるものだが､早の苗を救うのはいっ
たいどうすればいいのだろう｡
道真の思いは､白居易のこの詩と同じだろう｡
試論詩0055｢新券廷布裳 (新たに布裳を製る)｣(元和二年 [八〇七]～元和十年 [八一五]の作)は､
こう詠う.
｢独尊｣-｢射斉｣に対応する語｡｢窮すれば独り其の身を巻くし､謹すれば兼ねて天下を済う(不遇の時には自
分の人格の修掛こ努め､よい君王にめぐりあってポストを得るならば天下の民を救う)｣とは､もと孟子の苦難
である｡自居易は､この ｢独尊｣を､親友元杭に送った手紙 ｢元九に与うるat｣の中で､公務から離れて一人で
いる時のプライへ-トの快適という意味に変え､しかも｢兼済｣=公務と,｢独脊｣=プライベートの快適とを
同じ価値のものだと言いきった｡
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桂布白似雪 桂布は雪よりも白く
呉錦秋於雲 呉綿は雲よりも軟かなり
誰知厳冬月 誰か知らん 厳冬の月
支髄暖如春 支髄 暖かきこと春の如し
中夕忽有念 中夕 忽ち念う有り
撫裳起達巡 業を撫して起きて逮巡す
丈夫貴兼済 丈夫は兼済を貸ぶ
豊猫善一身 量に濁り一身を善くせんや
いr
安得寓里装 安くにか蔑里の蓑を得て
あま
蓋漆周Ej根 蓋い妥みて 四土艮に周ねからしめん
穏暖皆如耗 稽かに境かなること 皆な我れの如くにし
天下無実人 天下に築き人無からしめん
｢桂布｣は唐の嶺南桂管桂州地域で出産する布である8O｢呉綿｣は呉に産する綿｡白話 ｢酵後狂言
酬贈諏般二協律 (酔後狂言して前段二協律に酬い贈る)｣には､｢呉綿は細く軟かく桂布は密なり､柔
かなること狐臓の如く､白きこと雲に似たり｣という旬がある｡桂布は雪のように白く､呉の綿は雲
より柔らかい｡ こんなに寒い冬のさなかなのに､身体中が春のように噴かい｡ふと夜中にいきな
り思うことがあるO綿入れの上着を撫でながらいきつもどりつするO-人前の男は ｢兼済｣の志が大
切だ､どうして ｢独善｣､自分一人のことばかり考えていてよかろう｡世の中の民のすべてがあたた
かい綿入れの上着を手に入れて､私のように暖かく､安らかに暮らして,天下に寒さを訴える人がな
いようにしたいものだC
この詩には､｢兼済｣｢独善｣の語が､二つとも出ているo自分一身の ｢独善｣よりも､世の中の民､
皆が幸福になるようにと願う､｢兼済｣の志が､ここに典型的に見られるO
さらにもう一例だけ､挙げておく｡
大和五年 (八三一)､河南声の時の七言排律2893｢新製綾襖成感而有詠(新たに綾襖を製して成る､
感じて詠有り)｣は､次のように歌っている｡
水渡文襖造新成 水波の文襖 造りて新たに成る
こ上/I
按軟綿句温復軽 綾歓かに綿匂い温かにして復た軽し
わ
農輿好擁向陽坐 展に興きては擁するに好し 陽に向かって坐す
ヽ
娩出宜披蹄雪行 晩に出でては披るに宜し 雪を拐んで行く
8 日居易若 衆金城築校 ｢日置易処集校｣(上海古林出版社､1988)巻一､66百0
282
岡山大学大学院社会文化科学研究科紀要第30号 (2010ll)
かくし上う tfいモ
鶴蟹轟疏血賛事 鶴聖は轟疎にして実事無し
木綿花冷得虚名 木綿は花冷かにして虚名を得たり
婁安往往歓侵夜 宴安くして往往 敢夜を侵し
臥穏昏昏睡到明 臥すこと穏やかに昏昏として陸りて明に到る
百姓多寒鑑町政
一身猫煩亦何情
心中烏合農桑苦
耳袈如閉飢凍軍
事得大要長寓文
典君都蓋洛陽城
百姓 多く寒ゆるも救う可き如し
一身 裾り煤かなるも 亦た何の情ぞ
心中 農桑の苦を合うが為に
耳宴 飢凍の野を聞くが如し
争でか大蓑の長さ筒丈なるを得て
(- L･I
君と都て洛陽城を蓋わん
彼のもようの上着ができあがったO綾絹はやわらかいし､中の綿も登っていて､暖かいうえに軽く
て､気持ちがいいO朝起きて､太陽の下に座っても､夜出かけるときに着て､雪を措んで歩いても大
丈夫だ｡鶴の羽は柔らかいけれど､実は暖かくない､木綿の綿は冷たくて名ばかりだ｡飲み会ではい
つも気分がよくて徹夜になり､ねころんでも安らかで朝まで寝ることができる｡だが､民はほとんど
が来いのをどうすることもできない,私一人だけ暖かいのはたえがたいことだ｡心の中で,畑仕事や
養蚕の辛さがよくわかるので､耳の中で飢え凍えている人たちの声が聞こえるようだoどうにかして
洛陽と同じくらいの大きさの上着を手に入れて､洛陽の民みんなをおおってやりたい｡
下走雅弘氏は､｢[裳]は自居易の身体を暖かく包み､幸せにしてくれるものであり､ただそのこと
を歌う詩もあるのですが､自居易は 【袋]の暖かさに接すると､[独酌 だけではなく､[兼済]を思う
癖があるので､年をとっても､しばしばこういう歌い方になりますo｣9と述べている｡｢裳｣は白居易
にとっては､寒さをしのぎ､快い暖かさをもたらしてくれる､｢幸福｣の一つの象徴であるO自分の
幸福だけではなく､民の幸福がもっと大切だという思い､これは､｢兼済｣の志である｡
白屠易は､｢元九に与うる替｣において､自分の志は ｢兼済｣だが､左遷された今､その生き方は ｢独
善｣だと述べているD｢兼済｣と ｢独菩｣の語は､r孟子｣に拠っているoLかし､自屠易の ｢独拳｣
の内実は､r孟子Jの ｢独尊｣とは異なる｡下走氏は ｢独善｣について次のようにいうQ｢孟子の[独
尊】は､[窮]した時にも苑を失わないという意味なのだが､ここでは､それだけでなく､【閑適詩]の
根拠づけであることから､逆に直前に述べた閑適詩の定義をも吸収する意義を担っているはずである｡
すなわち[窮]した時に義を失わないこととは限定されず､t或退公独処､或移病閑居,知足保和､吟
玩惰性]という､広く閑居の快適に向かって開放される内容をも支える概念であるはずである｡｣10白
9 下完雅弘 r白楽天の愉悦- 生きる叡智の輝きj(勉誠Lti版､2006)250貫Q
IO下走雅弘 r白氏文炎を読むJI(勉誠社､1996)373頁｡
16;原造LTにおける白帯の比軟表現の受容 清治良
居易においては､｢兼済｣は ｢[器を蓄え用を貯め】る生きかた- 才能を生かして活躍する｣1ことで
あり､｢独善｣は ｢[志を養い名を忘れ]- 心を気高く保ち名利を求めず､[独善]を楽しむ人なら一
生何の悩みもない｣12生きかたである.白居易は､江川に左遷される前には､その思想において兼済
が大部分の比重を占めている｡江州左遭以降､白居易の政治-の熱情は沈静し､｢兼済｣と括抗 .追
立する ｢独善｣の観念が確立した｡ 13
以上､白居易の兼済 独尊について､その意貴を確かめ,典型的な用例を挙げた｡以下､比較表現
の検討からはやや離れるが,白居易の兼済 ･独善と,道真の兼済 ･独善のちがいについて､少し述べ
ておきたい｡
自居易は､江州に左遷される前､その思想において､兼清が大部分の比重を占めていたのに対して､
道真は､讃岐-の赴任の後､兼清を意識する作品が多くなっているo｢何れの人にか寒気早し｣､冬に
なってどのような人に寒気のつらさがもっとも早く感じられるだろうか､で始まる200-209｢案早十
首｣､221｢路遇白頭翁｣､228｢間蘭笥翁｣､229｢代翁答之｣､230｢重間｣､231｢重答｣などは､その
代表的なものである｡だが､道真の ｢兼済｣-の思いは､白屠易と同じものであっただろうか?
道真の讃岐-の赴任について､坂本太郎氏はこういう｡道真が ｢父祖代々の学者であって､少壮よ
り中央に重きをなした者が､博士の任十年で突如地方に転出したことは意外である その事情として､
学者の間の対立抗争がはげしく､菅家門徒の勢いが増大するのを恐れて､一時道真を地方にやって､
その勢いを抑えようとした学者の連動が功を奏したのではないか､ということがかんがえられよ
う｣14｡道真は白居易と同じように､都で朝臣として勤めてきたのに､四十二歳で始めて都から離れ
ることになったのであるOこの悲しみは深いOだが､彼は悲しみに沈むのではなく､讃岐に着いてか
らは,本格的に一人前の地方官として､その資務を果たすべく努力し始めた｡道真は､仁和三年 (八
八七)に､次の詩を詠じているO
い上:
離家四E]自儀容 家を離れて四El 自らに春を傷む
梅柳何困牌庭新 梅柳 何に困りてか解るる鹿に新たなる
篤間去来行客報 烏に去来する行客の報ぐることを問う
諏州刺史本詩人 讃州刺史 本詩人
(243r###gJ)
京都の家から離れて四ElE]､自ら春を傷み悲しむ｡梅の花､柳の木､なぜいたるところでこうも鮮
やかで､私の心にしみいるのか?往来の旅人を見ればその理由がわかるかと思ったが､彼らは梅や柳
下定雅弘 前掲註 (9)46頁｡
下足雅弘 前掲註 (9) 46頁｡
下定雄弘 前掲註 (10)386頁o
坂本太郎 r菅原追証｣(吉川弘文館､1992)67頁O
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に何の興味もないようす､ならば､讃岐の長官となっていく私は本来やはり詩人であるらしいO
遠藤光正氏はこういう､｢この詩を見ると､道真は嘗て学偏であった己れを措き､今は讃岐の国司
である身に徹し切っていることが分かる｡かように彼は誠実な態度で政治に精励していたことが伺い
知られるが､彼の本質は【詩人]と詠じている｣】5｡道真は讃岐にいる時､前任国司の安部興行､藤原
保別に学んで､清廉を心掛け､｢兼済｣の志を果たそうとしたoただし､自ら､｢四時 王樺を歌はん
や
ことを療めず､長く詩臣の外臣たらんことを断たん｣(324｢三月三El､侍於雅院O賜侍臣曲水之宴､
磨梨｣)､というように､道真にとって､一番大切なのは､文章道であり､天皇との親しい関係であり
天皇のおそばにあって ｢詩臣｣であることである｡
道真にはまた､天皇側近の儒臣でありたいとの思いを述べた次のような作がある｡寛平三年 (八九
-)の作､353｢金吾相公､柾賜追懐､答謝之後､偶有御製､有感更押本韻､事君之道､壷干此篇O
某不勝助喜､兼赦私情､有如白日､敬以呈上｣
追懐両手千金慣
忠信兼陳-筆端
分薬莫嫌為口苦
履妹誰道不心案
精誠底露新章句
努力奔波沓素撮
偏欲播揚肝臓曲
恕婿砕瓦報幽蘭
追懐の雨字 千金の侶
つち
忠信兼ねて陳ねたり 一筆の端
rJ
薬を分ちて嫌うこと莫 口の若きを為さんことを
氷を履みて誰か道わん 心寒きことあらずと
精誠底露す 新たなる章句
Jる T さ人
努力奔波す 箇き素浪
し
偏に肝臓の曲を播き揚げんことを欲すカわら も
懲ずらくは 砕けし瓦を勝ちて幽蘭に報いんことを
これは道真が讃岐から帰って､字多天皇に奉じた作である｡｢追懐｣は藤原時平が道真に贈った述
懐の詩作を指す｡大意は以下の通り｡｢避懐｣の二字には千金の価値があるDこの詩の筆端には,｢忠｣
と ｢信｣とが兼ねて述べられている.薬を分け与えて飲む人 (君主)のロに若いのを嫌ってはいけな
い､氷を踏めば心がひやりとすることがないわけがない(この二句､主君への諌言を厭うてはならな
いことをいう)O公のこの新たな詩句には真実の誠が現れている｡努力して､昔からの俸禄を盗むひ
との汚名を返上しようO後漢の賓融のようにまごころの ｢歌｣を歌い広めたい､砕けた瓦のような役
立たずの身だが幽蘭白雪の曲のような貴い恩雇削こお酬い申し上げたい(川口久雄注を参照した)O
この詩は､自分の本来のありようが､やはり､天皇のおそばにあって､詩臣としてお仕えすること
にあるとの思いを､改めて確認しているものだといえる｡
道真のこの思いは彼の生涯を貫き､終始一貫している｡だが､讃岐の守という地方長官として行政
に直接責任を持つようになった時､道真は､白居易の ｢兼済｣への志をとりわけ強く意識し､自分な
15遠藤光正 ｢召即日時代の菅原迫窮と｢薬早十首｣｣東洋研究(1994年第113号)104貢O
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りにその実現に努めようと最大限の努力をした｡それは､まさに道真の性格､その常人ならぬ生真面
目さを証するものだろう｡そして､それだけではなく､道真は､まさにその真面目さによって､独善
ばかりではだめで､兼済こそ大切という､自居易独特の心の動きをも正確につかんでいたのである｡
三の二 白話の悲しみの表現の影響一特に就中について
道真は､白話の ｢就中｣を用いた表現を朽取している｡中でも､その悲しみの表現の影響を強く受
けているO｢就中｣は一種の最高級の表現であるo比較の用法の一つと見ていいだろう｡白居易が｢就
中｣を使う比較表現は10首に見えるが､それは4首を除いて全て悲しみの表現である (後掲)｡道
真も ｢就中｣を使って､｢最高級｣の悲しみを表す作品がいくつかある｡まず､悲しみとは関係がな
いが､自居易の影響を受けている例を見るo
仁和三年 (八八七)､讃岐での作
い-r 上
就中何事維trJ酉 就中に何れの事か哲に伐ること挫けん
明月春風不遇時 明月春風 時に遇わず
(用例7､221｢路遇白頭翁｣)
これは､安氏(安部興行)と保氏(藤原保則)の二人のB]司が､讃岐の民のために奔走してすぼらし
い政治を行ったとの白頭の翁の話を受け､この二人の長官の善政に感嘆しての旬｡｢なかでも彼らの
まねをしにくいのは､明月の美しい時や春風の心地よい時を顧みずに民のために働くことだ｣の意で
ある｡この二句の上旬は､｢兼済｣に当たり､下旬の ｢明月春風｣は､｢雪月花｣にほぼ等しく､白屠
易の ｢独拳｣に相当する｡
これは､やはり白屠易の ｢兼済｣の思想を枚がものとし､やはり白居易がよく用いる ｢就中｣の語
によってそれを強く表現したものといえる｡
以下2例は悲しみの表現であるC
仁和三年 (八八七)､讃岐での作
いた
風月能傷旅客心 風月 能く傷ましむ 旅客の心
とど
就中春壷涙難禁 就中に春藍くるときに 涙禁め難し
(224｢春蓋｣)
これは解釈の必要がない｡読めばすぐに白居易の ｢春尽｣の影響を受けていることがわかるO白居
易に ｢春塞日｣｢審査勧客酒｣｢春壷日天津橋酔吟｣などの詩があること､川口久雄氏がすでに指摘し
ている(上述)｡ここでは､川口氏が挙げていない ｢春蓋｣の詩3446｢春蓋E]宴罷感事猫吟(春壷く
る日に宴罷む､事に感じ猫吟す)｣を見ておくo
五年三月今朝蓋 五年三月 今朝塞く
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客散蓮空猪掩扉
病共架天相伴住
春随契子-時好
閑憩発語移時立
思逐楊花燭虚飛
金帯鎚腰杉委地
年年衰痩不勝衣
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客散じて廷空しく濁り扉を掩う
病は契天と共に相い伴いて任す
春は勢子に随いて一時に締り
閑に想語を憩きて時を移して立つ
思いは楊花を逐して虞に触れて飛ぶ
金帯は腰に超わりて杉は地に委す
hiI
年年 衰え痩せて衣に勝えず
道真は､白話の ｢春蓋｣､即ち嘆老惜春の感傷を深く意識しつつ､その悲哀の情感を ｢就中｣の語
を用いることで､いっそう鋭く際立たせているのである｡
仁和五年 (八八九)､讃岐での作
J=
従始南東長恕I邑 始めて南に来りしときより 長に彰寸邑たり
た
就中此夜不勝悲 就中に此夜は 悲しみに勝えず
(用例12､298｢八月十五日夜､巴酋有感｣)
この詩には ｢不磨｣の二字があることで､比較の意は明らかであるO川口氏証に､｢四年前の早春､
はじめてこの南海の地に赴任してきた日より､長い間憂苦の気持ちをいだきつづけてきたが､なかで
も今宵はかなしみにたえない｣16とある｡
また､381｢暮秋､賦秋姦翫菊､感令 弟序｣の序には､｢古の七言辞(白詩0790｢暮立｣ 播)
すへ Jユんヱろ rJ(}わf:
に日く､大底四時心惣て苦 なり､就中 腸 断ゆることは是れ秋天｡｣と､はっきり白居易を意識する
ことを記している｡
道真の ｢就中｣を使う詩作は､讃岐での時が一番多いO道真の､その ｢就中｣を用いた深い悲しみ
の表現は､白詩の影響を強く受けている｡
白話の ｢就中｣の用例を挙げておくO｢大抵凹時心線苦､就中腸断是秋天 (大抵四時心絶て苦しめ
ども､就中腸断つは是れ秋天)｣(0790｢春立｣､元和九年[八一四】､下部)､｢但是詩人多薄命､就中
漁港不遇 (但是れ詩人多くは薄命､就中倫落すること君に過ぎず)｣(1056｢李白墓｣､元和十三年【八
一八]､江州)､｢漢漠凄凄愁浦眼､就中怖憶是江藤 (漠漠凄凄愁眼に満つ､就中恨帳するは是れ江藤)｣
(1135｢和常州楊便君四絶句 江迎草｣､元和十四年[八一九】､忠州)､｢就中今夜最愁人､涼月清風満
床席 (就中 今夜は最も人を愁えしめ､涼月 清風 床席に満つ)｣(1200｢猫眠吟二首｣二.約元和
した
二年[八〇九]以前､生産)､｢虚底回頭蓋堪懸､就中社別是湖速｡(虚底鏡を回らして塞く懇ふに堪へ
たり､就中別れ雛きは是れ潮速)｣(2355｢西湖留別｣,長座四年[八二四]､杭州)等々O
】6 川口久雄校註 前掲註 (2) 344頁O
菅原道夫における自静の比較表現の受容 満悦息
道真は､これら白詩の ｢就中｣を用いた表現を自ずとわがものにして表現している｡自居易が ｢就
中｣を用いるのは､おおむね江州､思川などに在って､不遇で悲哀に陥りやすい時の作であるO道真
は､讃岐にいるとき､言葉や表現だけではなく､不遇の意識そのものについて自居易の影響を受けて
いることがよくわかるO
三の三 ｢ より､ ましだ｣という比較表現の受容について
揮崎久和氏 ｢白居易の詩の比較表現｣によると､｢白居易の詩には､自分が置かれている現状を他
と比鞍してよりましなものと考え､慰めと救いを待､自身を肯定して生きていこうとする表現が頻繁
に見られる｣】7｡道真の詩にも､白詩のように ｢譲歩-比較-肯定｣(揮崎の整理)という定式化され
た表現が､4首見えるO
わすか
夜深紙有微光通 夜深けて歳に微光の透ること有り
珍重猶勝到暁無 珍重す 猶お暁に到るまで解きに勝れり
(用例1､012｢八月十五夜､月亭遇両得月 探遅得無｣)
川口氏は言う､｢夜がふけてから､やっと月の光が雲を透してぽっと明からんできた｡ これは
ありがたい､おかげでやはり夜明けになるまで夜通し月がないよりました｣180 揮崎氏の図式に照ら
せば､｢鹿に微光の透る｣は ｢譲歩｣にあたり､｢暁に到るまで無きに｣は ｢比較｣､そして､｢勝れり｣
が ｢肯定｣になる｡
もう一首同じ意識の詩作は,039｢八月十五夕､待月O席上各分一字o得疏｣其四(用例4)である
わ寸■か
縦便清光捷遠出 縦使 清光 鵜に透り出づとも
首勝徹夜甚簿疏 昔に徹夜甚箸の疏きに勝らん
川口補注は､｢甚簿は写し誤りなどあるか｡慈本 (未詳o｢興福寺本大慈恩寺三蔵法師伝古点｣[川
口凡例97頁]を指すか 播)いう､｢甚箸は､堪紫などの写誤にはあらぬにや｡可考｡｣19としつつ､
意味については ｢一晩中うとましいまっくらやみであるよりもましだの意か｣というCこれに従うO
十五夜､月が姿を見せるのを待つが､なかなか現れずじれったい｡たとえ僅かの光が雲を透して出る
だけでも(譲歩)､夜通しまっくらであるよりは(比較)､｢勝る｣､ましだと肯定して終わっている｡
この比較表現は､例えば､白話2859｢微之の種花を喋くに和す｣に ｢朝に薬ゆ殊に惜しむ可し､暮
れに落つ賓に嵯くに堪えたり(花の命が短い､譲歩)D若し花中に向いて比ぶれば(他の花と比較す
れば)､猶お鷹に眼花(目が霞むこと)なるはなには勝るべし｣とあるのを学んだのだろう｡｢花の命
]7 滞晴久細 ｢自居易の詩の比較表現｣94年度中唐文学会大会資料災 (1994)1頁.
)8川H久雄校証 前掲註 (2)117頁｡
19川口久雄校註 前掲註 (2)646頁｡
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は短いけれど｣は ｢譲歩｣､後の二句､花は花でも ｢眼花｣､｢胆がかすむという花｣に比べればと ｢比
較｣して､｢勝ちむ｣と ｢肯定｣して終わっているO
以上は､主に技法のレベルでの白寿の ｢ より ましだ｣という比較表現の吸収である｡
太宰府では､これとはちがった深い意味を持った､同じ用法が登場する｡
483｢慰少男女｣(用例18)は､自居易の ｢ より､ ましだ｣という比較表現を､自店易の人生観
として受容している｡
(1'_
衆姉惣家留 衆の姉は惣て家に留まれり
lヽ` ■･
諸兄多消去 諸 の兄は多く試せられ去にぬ
LJさな IJのこ tPすめ
少男輿少女 少き男と少き女とのみ
相随得相語 粕随いて相語ること得
ものく
豊壌常在前 審は途うに常に前に在り
ち
夜宿亦岡庭 夜は宿ぬるに亦虞を同じくす
臨暗有灯燭 暗きに臨みては灯燭あり
首寒有綿架 築きに督たりては線素有り
ゆ
往年見窮子 在きし年 窮れる子を見たりき
よりどころ
京申送失襟 京の中に迷いて 襟 を失えり
裸身博穿者 身を裸にして博突する者
rjんすFl
道路呼南助 道路 南助と呼べり
南大納言子､内就助､博徒D今枕号南助也夷o
南大潮言の子､内蔵助､博徒なりo今猶お号けて南助といへり｡
かち1土疋し
徒銃弾琴者 徒既にして琴を輝く者
とrj
闇巷稀弁御 間巷 弁の御と補えり
俗調班女鵠御｡蓋取夫人女御之義也O藤1El公光井官､故称其女也｡
l' I.lR
俗に淑女を珊いて榊と為すC去し夫人女御の並に取るならし｡藤相公弁官を兼ね､故に其の女を称えりo
其父共公卿 其の父は共に公卿にして
Liこ
昔時幾騒侶 昔時 幾ばくか懸 り侭れりし
昔金沙土如 菅は金をも沙土の如くなりき
あ
今飯無摩供 今は飯にすら磨き妖くことなからん
思量汝於彼 汝を彼らに思量するに
天感甚寛恕 天感 甚しく寛恕なり
一句から四句O大人の娘たちはそれぞれの家に留め置かれて､息子たちはそれぞれのところに流消
されたOただ幼い子たちだけが､私に従ってきて語りあうことができる｡この四旬は､自分が原因で､
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子供たちに申し訳ないと思う気持ちを述べるとともに､幼子が共にいることで､慰められる思いを表
している｡
五旬から八句｡昼はご飯を一緒に食べることができるし､夜も同じところで眠ることができる｡暗
くなれば､灯燭があり､寒くなれは､暖かい締架の衣服もあるOこの四句は,逆境ではあるが､なん
とか暮らしてゆけることをいうO
九句 ･十句｡かつて都にいる時､貧しい子供の姿を見たことがある｡窮迫して､途方にくれ､生活
の糧も失って､さすらっていたoこの二句､上を受けて,おまえたちはまだ幸せだといい､以下,知
人の子供の悲惨な例を挙げるQ
十一旬から十四句｡着る服も無く､裸で賭け事を夢中にするのは､世間の人が ｢南助｣と呼んだ子O
南助は南淵大納言年名の子で､内蔵助良臣｡はだしで琴を弾いて､乞食をするのは ｢弁御｣(弁の娘
の意)と呼ばれた子.自注に拠れば､｢藤相公｣という ｢弁官｣(太政官)を兼ねていた人の娘｡｢藤
相公｣が誰かは特定できない.
十五旬から十八旬｡私と彼らの父親は共に公卿であり､彼らはとてもおごりたかぶっていた｡当時
の彼らには.黄金も土砂のようなものであったものが､今は腹を満たすご飯もない｡
十九 ･二十句｡おまえたちを彼らと比べると､天から恵みをうけて､寛大に許されていると思うの
だ｡
結句に､
思量汝於彼 汝を彼らに思量するに
天感甚寛恕 天感 甚しく尭恕なり
というo
これは､自分も子供も不遇(譲歩)だが､かつて栄華を誇った都の官僚の子供､｢南助｣ ｢弁御｣
の落ちぶれているのに比べると(比較)､｢甚寛恕｣だ(JFi走)という｡これは白話1015｢贈内子｣に､
つわ Jゴニ
白髪長興歎 白髪長に欺きを興し
とも
青娩亦伴愁 青机亦た愁いを伴にす
つくろ
寒衣補燈下 寒衣 燈下に補い
小女敵床束 小女 味頭に敵むる
閤源犀幡故 同港として犀幡放り
湊涼枕席秋 療涼として枕席 秋なり
貧中有等級 安中等級有り
･lヽ :･l
猶勝嫁緊要 猶お賢宴に嫁ぐに勝れり
とあるのを意識する0年はとるし､貧乏で左遷の身だが(譲歩)､春秋の艶姿の貧乏に比べたら(比
戟)まし(肯定)だという｡この詩は､｢慰少男女｣に､表現の方法だけでなく､語句においでも影響
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を与えているO道真の五六句 ｢整喰常在前,夜宿亦同慶｣は､居易の ｢小女戯床頭｣を､七八旬 ｢臨
暗有燈燭､菖寒有綿架｣は､屠易の ｢寒衣補燈下｣を､いずれも二旬に引き伸ばしたものである.
太宰府ではいま一首 ｢ より, ましだ｣の用例がある｡
504｢官舎幽趣 六韻｣｡
柳中不待避定評 簾 等 う話語を避くることを得ず
遇墳幽閑自足詩 境に遇える幽閉 自らに誇るに足れり
うるLi
秋雨f最庭潮諮地 秋の雨 庭を浸す潮の落つる地
めく うるJゴ
暮煙紫屋潤渓家 碁の壇 屋を祭る 潤いの深き家
こうI?
此時倣吏思荘斐 此の時 倣吏 荘里を思う
Lや か
随魔空王事尺迦 鹿に随いて 空重 尺迦を事とす
あかぎ ふ
依病扶持薮懲杖 病いに依りて扶持す 葬の薗りにたる杖
忘愁吟詠菊残花 愁いを忘れて吟詠す 菊の残れる花
くいもの
途支月俸恩搬極 櫨 は月の棒に支えられて 恩 極まり無し
～_I
衣昔風寒分有涯 衣は風の寒きを苦しみて 分 猛り有り
ひとえ
忘釧是身偏用意 是の身を忘旬1して 偏に意を用いれば
ぎ いL ち上-)さ すぐ
優於誼舎在長沙 誼が合の長抄に在りしに優れたらまし
延喜二年 (九〇二)の作である｡大意は以下の通り｡町の中では庶民の喧燥を避けるのは無理だ｡
この環境でも､静かなところに住めるのは誇らしい｡秋のなが雨で庭が潤っており潮が引いた後の地
面のようだ｡夕方のもやが谷の奥にある家にまでただよっている｡この時､倣吏(もと荘子を指す､
世間の習いに従わない宮人 )である私は荘子のことを思い､どこにいても空王である釈伽に事え
る｡病のためにあかぎの古い杖に頼り､憂いを忘れて散り残っている菊の花を詠じる｡食事は月俸の
おかげで不自由がなくご恩はまことに大きい､だが左速の身の上ゆえ衣服が足りず寒い風に耐えられ
ない｡このように自分の不幸を忘れて身辺のことにばかり気を使うなら､昔長抄に流言南されて苦しん
だ貢誼よりはましだだろうO(川口久雄注を参照した)O
結句に
忘即是身偏用意 是の身を忘即して 偏に昔を用いれば
優於話合在長沙 誼が合の長抄に在りしに優れたらまL
という.
貢誼は前漢の人｡少年の頃から文才があり､20歳で文帝に召されて文章博士となったO皇帝から厚
く信頼されるが､群臣の故言により､長沙に左過されたO買誼は長抄にいる時､不吉な鳥とされる ｢脇
島｣が家に飛んできて自分のそばに止まったのを見て､自分の命も長くあるまいと思い､名態 ｢鹿島
賦｣を作っているO道真にとって､貢誼はまさに同病相憐れむ人だった.川口氏は､道真は ｢太宰府
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ではそういうこと(｢脇烏賊｣を詠じたこと 播)もなく幽閉を楽しむことができることを思って
ましだといったのであろうか｡(しかし実は買誼よりも道真の方がより悲惨だったようであるo)｣20
と述べているO道真は自分が太宰府に左遷されて苦しい (譲歩)のだが､同じく左遷された貢誼より
(比較)は､まし (肯定)だというoここにも､｢ より ましだ｣の比較表現をはっきり認めること
ができるOだが､身辺 El常に関心を集中するならば､富商地での死を思って ｢鵬鳥賦｣を詠じた買誌
より自分の苦しみはましだろうというのは､道真が太宰府での死の思いに囚われていることを意味し
ている｡｢ より ましだ｣の比較表現は､かえって道真の悲痛をいっそうはっきりと示すことにな
っているだろう｡
滞崎氏は白居易の比較表現についてこうもいうO｢自居易が詩に持ち込む比較の対象は､決まって
より不幸な存在である｡ 比較による表現は､多角的な視点を導入して事態を相対化して見つめるた
めに (むろんこのこと事態に新たな意轟がある)､客観的な判断を示すもののように見えるが､白居
易にとっては自己 (あるいは他者)救済の意欲に基づいた,主観的意識的 ･選択的な表現手法であっ
たと思われる｣21｡
道真が ｢慰少男少女｣において､まず自分たちの不幸を述べ(譲歩)､それを他人の事と比べ(比
戟)､最後 ｢思量汝干彼､天感甚寛恕｣と自分の窮境を肯定し､また ｢官舎幽趣｣において､九･十
旬で衣食の状態(譲歩)をいい､衣食に関心を集中すれば(譲歩)､貰誼よりもましだ(肯定)してい
るのは､いずれも白居易に学んでいるのであるO
四 受容のちがい一讃岐の等の時期と太宰府の時期
以上､道真における白詩の比較表現の受容について､実例を挙げて考察した.ここでは､看焚岐の守
の時期と､太宰府論居の時期の､比較表現の受容に見える相違を簡単に整理しておきたいo
道真は蓄栄岐に滞在した時に､白居易の比較表現の影響を強く受けている｡では､同じく地方官とし
て太宰府にあった時はどうだろうか?讃岐にいる時の比較表現を用いる詩作は6首であり､太宰府に
いる時は3首(用例108 19 20)に比戟表現が見えるO
まず.数量の問題O道真は讃岐にいるとき､4年余りの期間に140首の詩を作った.これに対して､
太宰府の期間は､左選から死ぬまでわずか2年で､ほぼ40首の詩が作られた｡詩作の総数と､比較表
現の分量の比率を考えれば､讃岐の時のそれは､4%強､太宰府のそれは､7%強であり､両者に統
計的に有意の差はない｡
内容のちがいを考えよう.讃岐では､兼済 独善の思想と､地方の行政官である悲哀とを白話の比
較表現から吸収していた｡
20 川口久雄校註 前掲註 (2) 738貫 ｡
21滞崎久和 前掲註 (14) 8頁｡
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兼済 独善の思想が意識されたのは､地方長官としての責任感による0200-209｢寒早十首｣､221｢脇
道白頭翁｣､228｢問蘭笥翁｣､229｢代翁答之｣､230｢重問｣､231｢重答｣､236｢舟行五事｣､255｢寄
雨多願令江維緒-絶｣､262｢丙午之歳､四月七日 ｣､263｢憶詣詩友､兼奉寄前渡州田別璃｣､276
｢客居封雪｣,277｢訓藤十六司馬封雪見寄之作｣,286｢訓藤司馬詠腔前樫花之作 押韻｣､293｢端午
日賦賦文人｣､295｢書雨｣.296｢納涼/ト宴｣など､看安岐では､｢兼済｣の思想を表現した詩作が25首
もあるo
地方の行政官である悲哀､｢客愁｣は､たしかに多くの作に見られるoLかし､讃岐では,四年後､｢侠
満｣の時期が来れば､都にもどれると信じているから､不遇感はあっても､｢兼済｣の安務を果たそ
うとする思いも強いのである｡
要するに､言安岐の守時代､道真は､地方長官としての職掌への賓任感と､また同時にそれには満足
することのできない不遇感を持って､白詩の比較表硯を吸収していたのである｡
太宰府ではどうだろうか?
道真の太宰軌 こ左遷されて以後の心境は､哀切を極める｡その心境は､｢万事皆な夢の如し｣(｢477
さ上くせ古
日詠｣),｢筒死就就たり桐蹄の情｣(478｢不出門｣)､｢哀しきかな放逐せらるる者､瑳蛇として相星
を婁えり｣(479｢語間元詔昏｣)､｢放し降されて芥よりも軽し｣(484｢叙意一百韻｣)､｢見るに随い
つみ
開くに随い皆な惨懐｣(485｢秋夜｣)､｢我は天崖放逐の草に泣く｣(493｢商館夜間都府頑傭憐情｣)､｢春
に入りてよりこのかた､未だ一事の春の情を動かすことを知らず｣(499｢二月十九日｣)と､ひたす
すべ かな くLもの
ら放逐された身を嘆くばかりであり.｢自らに年の豊稔なることあれども､都て口に叶う槍ぞ無さ ｣
Ee iI]
(507｢風雨｣)と､環境に適応しようという意欲もない｡｢烏の頭に鮎し著きて(烏の頭が雪で白く
なるのを見てはの意､不可能を示す 満)は家に縮らんことを思う｣(514｢紀調居｣)と､不可能
を知りつつそれでも都への帰還の願いを詠わずにはおれない｡｢ただ願わくは我が障難を抜険したま
わんことを｣(5X ｢晩望東山遠寺｣),｢此の賊逃るるに庭無し､観音に念ずること-廻｣(513｢偶作｣)と､
窮境からの脱却を仏に頼むことがしばしばである｡彼は､万事休した自分の身の上を思い､ただ悲嘆
に暮れるばかりであり､その悲嘆は凄絶であるO
道真の関心の全ては､究極の逆境にある我が身の上にあったのであり､昌焚岐の時のような ｢兼済｣
や帰る期待と隣合わせの不遇感は､太宰府の心境と無縁である｡この時､道真は､この絶対絶命の不
遇を､ほんのわずかでも､絶体絶命からは遠ざけて､その悲痛をやわらげようとした.それが､太宰
府の詩に見えた二例の ｢ より､ ましだ｣の表現であるOかつてわかくして都で詠ったのとは､
全く別の深い意味をもって､｢ より､ ましだ｣の比較表現は､道真の心をとらえたO白居易が不
遇による悲痛から脱却しようとする時にいつも用いたこの比較の手法と思想(｢タこロ足｣の人生観)を
学ぶことで､道真はほんの少しであっても自分の傷みを少なくしようとしたのである｡
菅原道男_における白詩の比較表現の受容 播悼良
五 まとめ
以上､道真の比較表現の全てが白辞の比較表現の影響を強く受けていることが分かった｡いまは､
二つの観点から,仮のまとめとさせていただく｡
-､道真の詩の比較表現は､その表現手法の上で,さまざまに白詩の影響を受けている｡けれども､
単に白話の技法を摂取しているのではない｡兼済の思想や,｢就中｣で表される悲哀,｢譲歩｣-｢比
較｣-｢肯定｣の表現に見たように､どの詩でも,白屠易の思想と感情を深く理解し､共感して､自
分の比較表現にアレンジしている｡
二､道真は､他の誰よりも､自詩の影響を深く受けている.例えば､島田忠臣の詩について､比較
表現を調べてみたが､詩の総数は二百首で少ないにしても､忠臣には､比較表現そのものが鉦く､こ
の点については､白屠易の影響は全く見られない｡
道真以前では､忠臣こそは京も白屠易の詩の影響を強く受けた人だから､道真が､思想や精神にお
いても､表現技法の面においても､どれほど深く､高いレベルで白詩のそれを摂取しているかという
ことがわかるのではないだろうか｡
今後､この比較表現の研究を糸口として､さらに仮定表現､比倫表現､口語表現､時間表現など､
さまざまな表現について.道真が､技法の面でも､またその技法にこめられた精神の面でも､白詩を
どのように摂取しているのか､研究を進めていきたいC
